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要旨   
本論文では、まず短期大学におけるピアヘルパー及びピアカウンセリング活動への取り組  
みについて事例を示しその概要を述べた。ついで、これらの活動が学生に与える心理的影響  
について検討した。パネルによる質問紙調査の結果、ピアカウンセリング活動を行った場合  
は、何もしなかったりピアヘルパーの勉強をするだけの場合よりも有意に個人志向性に関す  
るネガティブな見方が少なくなった。また被験者の個人・社会志向性の発達程度によって、  
ピアヘルパー・ピアカウンセリング活動のどちらに最初ひかれるかが異なるであろうことも  
示唆された。  
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1．短大におけるピアヘルパー及びピアカウンセリング活動の実践事例  
1．1．はじめに   
本論文では、始めにピアヘルパー資格を取得した学生が活躍の場を広げる上で、地方の短  
期大学が地域の思春期保健活動と連携した事例を紹介する。さらにその活動に参加すること  
によって、参加学生の精神的発達に対してどのような影響があるか検討する。   
本論文では、筆者が所属する山形県立米沢女子短期大学（以下「本学」という）での：取り  
組みを事例として取り上げたい。本学は1952年に山形県米沢市に開設された5学科からな  
る女子短期大学である。2009年4月現在では東北出身者を中心に1年生337名、2年生334  
名の計671名が在籍している。学校規模が小さいことから、学生や教職員の間でコミットメ  
ントが比較的多い。反面、学内のカウンセリング体制は十分とは言えない。心理学関連の授  
業を担当する専任教員は2名しかいない。また保健室には看護師1名が常勤しているものの、  
学生相談室カウンセラーは非常勤で、概ね週1日勤務となっている。  
1．2．本学におけるピアヘルパー責成の概要  
1．2．1本学における運用状況   
ピアヘルパーとはカウンセリングに関する民間資格で、日本教育力ウンセラー協会が養成  
および認定を行っている。本学では2003年度からピアヘルパー加盟校となっている。   
ピアヘルパーの目的は、青年や学生なら誰でも遭遇する問題の相談相手になったり、ある  
いはピアグループ（たとえば各種サークルなど）の世話役になるような、いわゆるカウンセ  
リングマインドの素養を持った学生を学内に増やすことで、学生生括の質的向上を図ろうと  
いうものである。岸（2001）は、ピアヘルパーとは仲間に対して旅の道連れ、という国分  
康孝の定義を紹介した上で、ピアヘルパーの資格認定のメリットとして、人間関係の基本ス  
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キルを身につけたことが証明される、良い友人関係を持てる、教師・保育士、心の教室相談  
員、家庭教師、福祉ボランティア等の活動に役立つ、良き対人関係のスキルを身につけられ  
る、適切な自己主張、自己開示ができる、リーダーシップの養成に役立つ、といった点を挙  
げている。   
このような目的を持つピアヘルパーの養成や認定は、カウンセラー協会と加盟校の分担で  
行うことになっている（岸 2001）。すなわち、資格認定のためには、①加盟校が指定する  
3科目6単位を取得する、②筆記試験に合格する、の両方が必要である。   
本学では全学科の学生がピアヘルパー試験を受験できるように、心理学関連の科目以外に  
も栄養相談や教職課程、キャリア教育といった、本学が持つリソースを広く生かせるように  
指定科目を定めている（表1）。また、一年生から受験できるように、指定科目の単位数に  
満たない場合でも筆記試験の受験を認めており、試験に合格したら必要な単位がそろうまで  
合格証は短大事務局で預かるといった弾力的な運用を図っている。   
筆記試験は、本学では毎年12月に実施している。初年度は74名の受験者がおり、2008年  
度の受験者は41名（うち合格者38名）でほとんどが一年生であった。   
本学のシラバスでは教職課程や司書課程と並び、ピアヘルパーは資格科目の一つとして掲  
載されているが、ピアヘルパーの受験対策を行う講義科目は特に開講されていない。しかし  
ながら試験直前には希望者に対して筆者による試験対策勉強会が毎年開かれている。また社  
会心理学演習では、実質的にピアヘルパーテキストブックの講読や構成的グループエンカウ  
ンター（SGE）の実習が行われている。   
学務分掌としては、現在では資格支援の一環としてキャリア支援委員会が担当しており、  
同委員会担当の事務職貞1名と同委員会から依頼された教職員1名（筆者）で、筆記試験の  
監督等に当たっている。  
表1「ピアヘルパーに関する科目」の学科別履修可能科目一覧  
科目名   単   国文  英文  日本史   
社会  
位  情報   
教職   
キャリア形成支援講座  ロ  ○   ○   ○   ○   ○  
心理学   2  ○   ○   ○   ○   ○  
現代社会と教育問題  2  ○   ○   ○   ○   ○  
人間発達論   2  ○   ○   （⊃   ○   （⊃  
社会心理学   2  ○   ○   ○   ○   ○  
集合行動論   2  ○   ○   ○   ○   ○  
認知心理学   2  ○  
社会心理学演習   2  ⊂）   ○   〔）   ⊂）   ○  
栄養指導実習Ⅱ   ○  
学校栄養教育論   2  ○  
栄養指導論   2  ○  
発達と学習   2  ○   
生徒指導   2  ○   
教育相談   ○   
（注）  
○印は履修可能科目を示す。各学科で受講可能な科目の中から3科目6単位を取得すれば  
認定要件を満たす。  
（出典：山形県立米沢女子短期大学 2008）   
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1．2．2 ピアヘルパー取得後に関する問題   
学生の中ではピアヘルパーを資格科目の一つとして捉え、就職や編入学といったキャリア  
形成の中で活用したいと考えている者も多いようである。また、ピアヘルパーの試験勉強を  
通してカウンセリングヘの興味を深め、基礎的な対人関係のスキルを体験することで、目の  
前にある進学や就職に向けての動機付けとなる面も大きいだろう。   
しかし前節で述べたように、ピアヘルパーとは、本来は学校生括の質の向上を図ることが  
第一の目的となっている。従ってピアヘルパーを養成した後に、これをどのように学生生活  
の質の向上に役立たせることができるかが課題となる。   
ところが、せっかく養成しても2年間で卒業してしまうためにピアヘルパーの活動期間が  
短い、という構造的な問題が短大には横たわっている。1年生として入学して学校に慣れる  
までに前期が終わり、後期も授業やアルバイトに精を出す。せっかく1年生の冬にピアヘル  
パー試験に合格しても、2年生になると就職活動や編入学試験の受験勉強が始まりそれどこ  
ろではない。以前ピアヘルパー合格者の学生サークルを作ろうと画策したこともあったが、  
部員が集まらずうまくいかなかった。聴覚障害学生を支援する要約筆記通訳（ノートテイカ  
ーと称している）養成に携わった時も同様なのであるが、学生の入れ替わりに養成が追いつ  
くのが精一杯といった感がある。   
このような事情の中で、ピアヘルパー有資格者の活躍を広げる一つの場として提案された  
のが、思春期保健に関するピアカウンセリング事業への参加であった。本学は、この事業の  
中で、ピアサポーター養成講座とピアカウンセリングルーム設置の2つに参画した。以下こ  
の経緯について述べたい。  
1．3．本学におけるピアカウンセラー養成の概要  
1．3．1「ピアカウンセリング」とは   
本学での取り組みを説明する前に、まず本論文で取り上げる思春期保健・健康教育におけ  
る「ピアカウンセリング」とはどういうものかに関してまず、高村（編著 2005a、2005b）  
の論述をまとめた上で、ピアヘルパーとの相違点を考えてみたい。   
思春期保健教育の分野でピアカウンセリングが用いられるようになったのは、従来の一方  
的な知識伝達型の性教育・健康教育の限界を乗り越えるためであるとされる。思春期の若者  
の性＝生の健康問題として、自尊感情の低下や性交経験率の急増と経験の低年齢化が大きな  
社会現象となり、その結果、10代の妊娠・人工妊娠中絶、性感染症などの諸問題が顕在化  
した。この間題解決にあたって一方通行の知識偏重型アプローチでは生活習慣を変えるのは  
困難であった。   
ピアカウンセリングは、もともと若者の間で自然発生的に誕生した。それまで医療・福祉  
現場では、「ピア」とは同じ障害や疾病を持った同士に限定して使われる傾向があったが、  
ここでは同じ年代、同出生地、似たような境遇など広い意味を持たせている。こういった人々  
の間では、お互いの共通点が認識され、お互いに仲間であると感じ、その仲間意識からお互  
いを理解し、支援しようとする気持ちが自然と生ずるのである。それは、若者など特定の年  
代のみならず全ての人々に存在するものであり、隠された意図や動機を持たない、ありのま  
まのサポートシステムとも言える。若者は、悩みや不安に対し、相談したい相手を「同世代  
の友だち」とする意向が非常に高い。このため性について正しい知識を持ち、ピアカウンセ  
リング・スキルを持ったピアカウンセラーの存在が友達から友達へと口コミにより浸透して  
いくことが、効果的かつ若者のニーズにあった方法である。   
ピアカウンセリングの対象となるのは心身共に健康な状態にある若者であることから、そ  
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の基本的前提として「人間は、機会があれば自分自身の問題を解決する能力を持っている」  
という人間観が挙げられている。そしてピアカウンセリングやピアエデュケーションは、自  
分やパートナーの人生設計を壌さないように性＝生に関する意識や行動を自分で決められる  
能力、すなわち「性＝生の自己決定能力」を育成するヘルスプロモーションの方策として捉  
えられている。   
ピアカウンセラーが用いるスキルは大きく分けて、アクティブリスニング（積極的傾聴）  
と問題解決スキルである。前者は基本的向き合い方、オープンクエスチョン、パラフレーズ、  
感情と向き合うスキル、要約するスキル、統合するスキルから成り立っており、ピアヘルパ  
ーで言えば、 これらはピアヘルビングの言語的・非言語的技法に相当する内容と思われる。  
一方、問題解決スキルとは、感情の問題を整理したカウンセリー（話し手、ピアヘルパーで  
言えばヘルピー）が具体的な問題解決策を考えるのをサポートするためのスキルである。思  
春期ピアカウンセリングは前述したように心身共に健康な状態にある若者を対象とするので、  
積極的に傾聴していくことで、ほとんどの場合、リーダー自身から問題解決していくとされ  
る。従ってピアカウンセラー養成講座はアクティブリスニング・スキルの習得を中心に養成  
することになっている（以上、高村（編著）2005a、2005bを元にまとめた）。   
これまで見てきたように、若者の自己決定に「寄り添う」ピアカウンセラーの立場は、「旅  
の道連れ」に例えられるピアヘルパーの立場と似ており、互いに重なる点も多い。どちらも  
高校生や大学生あたりの年代の若者が対象となっており、同年代同士でお互いにカウンセリ  
ングを行うという手法をとる。そしてどちらの養成にもSGEが取り入れられている。そも  
そも健康教育の最終的目標は主体的な行動変容であり、またカウンセリングは「言語的およ  
び非言語的コミュニケーションを通じて行動の変容を試みる人間関係」のことであるから、  
健康教育にカウンセリング的手法が用いられるのは至極当然の帰結とも思われる。   
他方、ピアヘルパーとピアカウンセラーで重心が異なる点もある。ピアヘルパーは学生生  
活で起こりうる全般的問題を扱う為に、簡単にではあるが複数の心理療法理論を学び、また  
コーヒーカップ方式といったヘルビングのプロセスの他、リファーやケースワークなど個別  
面接以外の問題への対処法についてもその養成課程に含まれている。一方、ピアカウンセラ  
ーは教育現場や相談ルームのような場での活躍を念頭において、主にロジャースの自己理論  
に依拠しながら基礎的なカウンセリング技法を学ぶ。さらに、セクシャリティ（性とは何か）  
や妊娠、避妊に関する知識とスキルを養成時に習得するようになっている。さらに実際の活  
動場面では小グループに分かれてSGEやワークショップを行うプログラムが多く、そこで  
ピアカウンセラーは親しみをこめて「ピアっ子」と呼ばれ、ファシリテ一夕ーの役割を期待  
されている。ともすれば気恥かしさを覚える内容も含まれるからこそ、ピアっ子は、参加者  
とリレーションをつけてよい雰囲気を醸し出しながら、積極的にカウンセリーのモデリング  
対象として振る舞う役割を担っている。   
1．3．2 本学におけるピアサポーター活動   
置賜保健所では2002年から3年間に渡り、思春期におけるピアカウンセリング（仲間相談）  
推進事業を実施してきたが、この一環として本学健康栄養学科の教員に相談ルーム設置への  
参加依頼が持ち込まれたことで、本学教員や大学保健室の看護師、学生相談室のカウンセラ  
ーらが参画することになった（山形県置賜総合支庁 2005）。筆者も養成講習会の講師とし  
てこれに加わった。   
すでに述べたように、ピアヘルパーがピアカウンセリングを教育現場に応用したものであ  
るのに対して、ここで言う「ピアカウンセリング」は、（一般的な意味での）ピアカウンセ  
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リングを思春期保健教育へ応用したものである。「ピアヘルパー」と「ピアカウンセラー」  
の2つの名称は類似していてわかりづらいので、混同を避けるために本学ではこの事業を新  
たに「ピアサポーター」と名付けて区別した。もっとも、「ピアサポーター」という名称を  
用いたのには、別の理由もある。本学には看護学科などがなく、思春期保健について専門的  
に学ぶ学生が少ない。そこで性に関する内容だけでなく、アルコールパッチテストや体力測  
定なども取り上げることで、本学の学生が取り組みやすい内容に変えたのである。   
このように本学におけるピアサポーター養成事業は、もともとのピアヘルパー養成事業が  
進化したというよりは、学外から持ち込まれた企画に、ピアヘルパーの理念と重なる部分も  
見い出せるという形でスタートした。具体的には、3ケ月の間に、ピアサポーター養成講習  
会と相談ルーム開設の2つの企画が行われた。   
ピアサポーター養成講習会は2004年7月15日から12月2日まで全10回（各回90分）の日  
程で、学内において実施された（図1）。ピアヘルパー資格の有無を問わず学内から参加者  
を募集し、17名の学生が参加した。講習会の内容は、カウンセリングの基礎知識や基本的  
な向き合い方や傾聴といった技法、カウンセリングルームの説明、生命の尊さや妊婦体験、  
避妊法など性に関する知  
識、グループワークとい  図1 ピアサポーター養成講習会プログラム  
った内容になっており、  
ピアヘルパーとして身に  
つけた知識を確認し、さ  
らに思春期保健への応用  
を図る内容となっている。  
ちなみにカウンセリング  
に関してでは、ピアサポ  
ートの定義・目的・トレ  
ーニング法、ビデオ「グ  
ロリアと3人のセラピス  
ト」鑑賞とカウンセリン  
グ諸理論の紹介、共感的  
理解、ジョハリの窓、  
SGEエクササイズ（名  
前を覚える、トラストウ  
オーク）、感情と向き合う、  
積極的傾聴といった内容  
が扱われた。本学教員の  
他、外部の臨床心理士や  
婦人科医、上級思春期保  
健相談士資格を持つ助産  
師などが講師となった。   
養成講習会修了後、同  
年12月14～17日にJR米  
沢駅2階へ開設されたの  
が、高校生のためのピア  
相談ルーム「ハートエン  
・‡●・・－  
、  ・ノ  
場所：米沢女手確聞大学 開め垂  
時間：午後4時30分～8暗まで  
直  月    日   隋 翠 会 内 容   竹 節   幣  曹   
1向日  7月15日（木）  ピアカウンセリングエクササイズ  鼎立米沢女手耀朋大学  
グループエンカウンター   助教授 亀ケ谷雅彦氏   
2回自  9月30日（木）  ピアサポーター熟成講習会について  
思昏舶保健健康ギャラリー   教授鈴木一啓氏  臆鶴保亀所  
「あひる－む」概要説明  祷輔主査 安孫子千住   
3日1日  10月7日（木）  ピアとは   鼎立米沢女子短期大字  
ピアカウンセリングとは 基本概念  助教授 亀ヶ替雅彦氏   
4画目  10月14日（木）  高校生に摺った性について   飛立米沢女手粗期大学  
教授 鈴木一啓氏  
5匡I日  10月21日（不）  カウンセリングの基本1   照巧カウンセリングセンター 
「基本的向き合い汚」   鴎床心理士 古川裕子氏   
6固自  11月 4日（木）  カウンセリングの基本‡   現宿カウンセリングセンター  
「感憫と向き合う、増極的傾聴」  簡床心理士 古川裕子氏   
7国眉  11月11［〕（木）  知っててほしい生と性   さとこ女性クリ＝ツク  
ー医療の現地カ＼らのメッセージー  院長 井上弛手氏   
8回目  11月18日（木）  カウンセリングの基本Ⅱ   頗窮カウンセリングセンター  
「自己決定能力を高める」   臨床心理士 古川裕子氏   
9匡‖∃  11月25日（木）  性についての理解  助産師 山口節子氏  
「かけがえのない生命と性」  
10匝個  12月2日（木）  性についての理解  助産洞 山口節子氏  
「妊婦体験と避妊の実淵」  
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ジェル」であった。このルーム名は学生らが考案した。ここでは、電車を待つ高校生などを  
対象に沐浴人形体験や妊婦体験ジャケットの装着、アルコールパッチテスト、体脂肪・骨密  
度・体力測定コーナー、パネル、肺模型、避妊具などの展示、STD（性感染症）パンフレッ  
トの配布を行い、相談コーナーも設けられた。開催時期がクリスマスに近かったことから、  
もみの木やモールなど、クリスマス風の飾り付けやBGMが用いられた。また缶バッチの作成  
機を持ち込み、来場した子供に缶バッチをプレゼントした。米沢駅の改札は1階にあり、駅  
舎の2階に上ってくる乗客は少ないことから、1階でビラ配りなどを行い呼び込みをする学  
生もいた。「ハートエンジェル」への4日間の来場者数は58名で、このうち高校生が27人と半  
数を占めた（図2）。   
山形県置賜総合支庁（2005）では、参加したピアサポーター学生の感想文が紹介されてい  
る。■ゝその中では、講習会を受けて、高校生と話したり会場で妊婦体験などをすることでピア  
サポーター学生自身の知識向上に役立った、ピアヘルパーの検定を生かせる、人との接し方  
とピアの本質が分かった、二年生との交流になった、などの感想が挙げられている。さらに、  
自分の間違っていた知識に気づいた、初めての自主的な参加だった、助けることで助けられ  
た、といった感想からは、こ  
のピアサポーターの活動を通  図2 ピア相談ルームの配置予定図  
して、くしくも「旅の道連  
れ」というピアカウンセリン  
グの本質に触れたことが窺え  
る。   
翌年度からは置賜保健所の  
事業が終了して予算がつかな  
くなったが、ピアサポーター  
参加学生を元にして「ピアカ  
ウンセリングサークル」とい  
う学生サークルが結成され、  
「ピアカウンセリングサポー  
ター養成講習会」も毎年行わ  
れている。2008年度には、  
同年度から創設された日本教  
育力ウンセラー協会賞の表彰  
者として、ピアカウンセリン  
グサークルに参加しながらピ  
アヘルパー資格も取得した学  
生が選ばれた。しかし最近で  
はサークル運営に関して、学  
生が忙しくなりなかなか集ま  
りが持ちづらいという課題も  
持ち上がっているようである。  
ピア相談ルーム「ハートエンジェル」配置予定国  
◇配置するもの   
○展示品 パネル、避妊用異   
○配布資料 パンフレット、リーフレット   
○その他 妊婦体験ジャケット、沐浴人形、骨密度測定粥、体脂肪封  
アルコールパッチテスト、各種ビデオ、パソコン  
握力計、立位体酌屈測定離、垂直とび測定器、全身反応測定∬  
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2．ピアヘルパー及びピアカウンセリング活動が学生に与える心理的影響の検討  
2．1．目的   
これまで述べてきたようなカウンセリングの学習が学生の精神的成長に役立つ面は少なく  
ないだろう。とりわけ、社会的スキルの学習と実践を通して他者とのよりよい関係性を経験  
することは、自尊感情を高め、自他理解を深めることにつながるであろう。   
ピアヘルパー活動参加者への心理的影響については、大友（2005）が、ピアヘルパー合  
格後に小学校でボランティア情動を行った学生において積極性が目立つようになったり自尊  
感情が強くなったことを論じている。一方（思春期）ピアカウンセリング養成講座参加者の  
心理的変化に関しては、養成セミナー受講者において充実感や自己表明・対人的積極性が有  
意に増加したり、自己肯定意識の対自己領域において健康な者は、「生殖性」「連帯性」に価  
値を見いだしていることが検証されている（高橋他 2008）。別の事例でも、養成講座は自  
己理解や他者理解、コミュニケーションスキル、自分自身の意志決定に対する自信、といっ  
た面について役だったと答える者が多いことが示されている（久保田他 2006）。養成セミ  
ナーに参加した看護学生に対する半構成的グループインタビューの結果でも、傾聴能力の上  
達や自己表現の変化を感じているほか、自己効力感の高まりや仲間の存在と協同の重要性な  
どが指摘されている（栗田 2007）。   
本論文では、ピアカウンセリング活動への参加の有無が女子短大生の精神的成長にどのよ  
うに寄与しているかを確かめるために、活動の前後で自尊感情尺度と個人志向性・社会志向  
性PN尺度を用いてその差を検討する。   
自尊感情尺度はローゼンバークの尺度を山本眞理子らが翻訳したもので、自身で自己の尊  
重や価値を評価する程度能力を測定するものである。「少なくとも人並みには、価値がある  
人間である」「色々な良い素質をもっている」など10項目を5段階尺度で回答してもらい、  
その合計点で点数化する（堀（監修）2001）。   
一方、個人志向性・社会志向性PN尺度は、人格の発達や適応の過程で個人が重視する基  
準を、個性化を目指す「個人指向性」と社会化を目指す「社会指向性」に区別し、さらにそ  
れぞれの指向性について、肯定的（適応的）状態を測定するP尺度と、否定的（不適応的）  
状態を測定するN尺度に分けたものである（堀（監修）2001）。   
伊藤（1993a）は、青年期の人格形成は社会や他人に志向しながら適応していく過程と自  
己の内面を志向しながら自己を確定する過程からなるとし、これら社会化や個性化は人格形  
成の2局面として一つの過程を織りなすとして、社会・個人志向性尺度を作りその概念妥当  
性を検証した。そして、他の尺度との関連性を確かめたり（伊藤1993b）、就職や教育実  
習の前後でこれらの志向性得点が増加することを検証した（伊藤1994）。さらに、社会志  
向性や個人志向性のネガティブな側面に着目して、P・N尺度の区別を図った（伊藤1995）。   
このように人格形成においては、他者や社会を志向し適応していく過程と、自己の内面を  
志向し自己確立を図る過程が相互補完的に作用している。これら「社会化」と「個性化」の  
双方について、どの程度適応的であるのかを測定するのがP尺度、どの程度不適応的である  
かを測定するのがN尺度ということになる。具体的な質問項目は表3に掲げた（堀（監修）2001）。   
さらに本論文では「あなたは最近、勉強ができるようになってきたと思いますか、そうで  
もありませんか」という質問を尋ね、「とてもそう思う」から「全くそう思わない」までの  
5段階で回答してもらった。これは、ピアヘルパー活動と勉強の出来の関係をみたいからで  
ある。本論文ではこの項目を「主観的学力度（subjectiveacademicachievement，SA）」と呼ぶ。   
なお本論文では、社会志向性P尺度をSP、社会志向性N尺度をSN、個人志向性P尺度をIP、  
個人志向性N尺度をINと表記する。また自尊感情尺度はE、主観的学力度はSAと表記する。  
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なお、SAは値が小さいはど勉強ができるようになったと思う度合いが強いことを表す。  
表3 個人志向性・社会志向性PN尺度の質問項目  
個人志向性P尺度   
自分の個性を活かそうと努めている   
自分の心に正直に生きている   
小さなことも自分ひとりでは決められない●   
自分の生きるべき道が見つからない●   
自分が満足していれば人が何を言おうと気にならない   
自分の信念に基づいて生きている   
周りと反対でも、自分が正しいと思うことは主張できる   
自分が本当に何をやりたいのかわからない●   
社会志向性P尺度   
人に対しては、誠実であるよう心掛けている   
他の人から尊敬される人間になりたい   
他の人の気持ちになることができる   
他人に恥ずかしくないように生きている   
周りとの調和を重んじている   
社会のルールに従って生きていると思う   
社会（周りの人）のために役に立つ人間になりたい   
人のつながりを大切にしている   
社会（周りの人）の中で自分が果たすべき役割がある   
個人志向性N尺度   
周りのことを考えず、自分の思ったままに行動することがある   
自分の性格は、わがままだと思う   
個一性が強すぎて、人とよくぶつかる   
何ごとも独断で決めることが多い   
自分中心に考えることが多い   
人に合わせるよりは、たとえ孤独であっても自由なほうがよい   
社会志向性N尺度   
何かを決める場合、周りの人に合わせることが多い   
人の先頭に立つより、多少がまんしてでも相手に従うほうだ   
人前では見せかけの自分をつくってしまう   
なにか良くないことがあると、すぐ自分のせいだと考えてしまう   
相手の顔色をうかがうことが多い   
人の目ばかり気にして、自分を失いそうになることがある   
因ったことがあると、すぐに梱ってしまう  
堀（監修）（2001）を元に筆者が並べ直した。●は逆転項目を表す  
2．2．方法  
2．2．1仮説   
以上を踏まえた上で、本論文では以下の作業仮説を検証することにする。前節で述べたよ  
うに、ピアヘルパー・ピアカウンセリング活動への参加は学生の精神的発達に寄与する、と  
いうのが本論文での仮説であった。すなわち、ピアヘルパー活動やピアカウンセリング活動  
においては傾聴や基本的な関わり方を学ぶので、これらの活動に参加した学生は社会的適応  
性の肯定的な側面をよく理解するようになり、その否定的な側面を緩和する技法を身につけ  
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るであろう。さらに、他者の理解は自己の理解に通じることに気づけば、個人的適応性の否  
定的な側面よりも肯定的な側面を理解するようになろう。そして、このような成長を通して  
学校での居心地がよくなり、主観的な学力度が増すであろう。  
2．2．2 データと手続き   
上の仮説を検証するため、本論文ではピアカウンセリング活動の前後2回において質問紙  
によるアンケート調査を行ってローゼンバーグの自尊感情尺度および伊藤の個人志向性・社  
会志向性PN尺度、主観的学力度を測定し、その差を検討した。   
第1波のアンケート調査は、ピアカウンセリングサポーター（ピアサポーターから改称さ  
れた）養成講習会の開始日であった2005年6月10日に、行動科学概論および社会心理学の  
授業を受講した者と、ピアカウンセリングサポーター養成講習会への参加者に対して行い、  
120人分の有効回答を得た。第2波のアンケート調査は、ピアカウンセt」ングサポーター養  
成講習会および実践活動とピアヘルパーの試験が終了した後の2006年1月13日に集合行動  
論の授業を受講した者に行い、87名の有効回答数を得た。そして、2つのアンケート調査の  
両方に応じた回答者63人のうち、カウンセリングの参加状況が未回答であった3名と2年  
生の回答者1名を除いた59名を分析対象とした（l）。   
これらアンケートの実施日と各種活動のタイミングについては次のようになる。本論文の  
調査時期はピアカウンセリング活動が本学で始まってから2年目に当たった。この年（2005  
年度）のピアカウンセリングサポーター養成講習会は6月10日から7月29日まで全9回の  
日程で行われ、その後近隣の高校へ赴いて実際に実践活動を行った。前年度の参加者は2年  
生としてまだ在籍しており、学生によるピアカウンセリングサークルも前年度に結成されて  
いる。一方、ピアヘルパーの試験は12月に実施されたため、第2波のアンケートの時点で  
その合否はわからず、受験中であるかしか回答を求めていない。ただし試験の直前に一日か  
けて試験対策の勉強会が開かれ、希望者は講義形式とロールプレイング形式による講習を受  
けることができた。   
本学は女子短大なので、回答者は全員女性である。また本論文でのアンケート調査は心理  
学関連の授業の受講者を対象として行われたので、回答者は心の問題に対してもともと関心  
があったと考えられる。さらに、ピアカウンセリング活動への参加やピアヘルパー資格の取  
得は卒業要件とは関係なく、すべて学生の自由意志に基づいている。  
2．3 考察  
2．3．1尺度の信頼性   
分析に入る前に各尺度のクロンバックのα係数を計算して信頼性分析を行った。表4を見  
るとおおむねα係数の値は0．7以上であるが、IPの値が0．5台と比較的低かった。しかし項目  
数を減らしてもαの値はそれほど上昇せず、また因子分析を行って下位尺度に分けてt検定  
を行ってもみたが解釈可能な有意差は見ら  
れなかったので、本来の尺度の意味を解釈  
に活かすべく、当初の尺度構成のままで用  
いることにした（2）。   
次に、各尺度間の相関係数を示したのが  
表5である。まず、第1波と第2波の間で、  
同じ尺度間には有意に高い正の相関関係が  
ある。このことから尺度の妥当性が確認さ  
表4 各尺度の信頼性分析   
項目名   
バッ   
自尊感情尺度（E）  ．73   ．70  
個人志向性P尺度（IP） ．54   ．52  
社会志向性P尺度（SP） ．80   ．77  
個人志向性N尺度（IN）．75   ．69  
社会志向性N尺度（SN）．75   ．71   
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れるところである。   
また、両波を通じて常に有意な相関関係を拾うと、EとIPの間には正の関連性が存在し、  
EとSN、IPとSNの間には負の関連性が存在している。これらの尺度の組み合わせにおいて、  
それぞれの正負の方向は一貫しており各尺度の意味とも整合的である。さらに、これら以外  
の有意な相関関係がある尺度の組み合わせについても、正負の方向には一貫性があり、意味  
的な整合性も見られる。これらのことも、本論文で用いた尺度の妥当性を示していると考え  
られる。  
表5 尺度間の相関係数  
E  IP  SP  IN  SN  SA  
E  ．509＊＊．169  －．207  －．662＊＊－．135  
IP ．509＊＊  －   ．247  －．054  －．512＊＊－．073  
SP ．169  ．247  －  －．488＊＊．153  －．311＊  
IN －．207  －．054  －．488＊＊  －   ．110 ．055  
SN －．662＊＊－．512＊＊．153  ．110  －  ∴152 
SA 一．135  －．073  －．311＊ ．055  －．152  
E ．634＊＊．358＊＊．159  －．332＊ 一．542＊＊．131  
IP ．490＊＊．663＊＊．140 ．215  ∴439＊＊一．039  
SP ．109 ．073 ．700＊＊－．132 ．149  －．288＊  第  
2  
疲 王㌘ ‾・118 ‾・027 ‾・340＊＊・688＊＊・020・094   
SN －．402＊＊－．459＊＊．117 ．075 ．705＊＊－．013  
SA －．052  ．154  －．150 ．110  －．142  ．373＊＊  
＊pく．05 ＊＊pく．01  
E  IP  SP  IN  SN  SA  
E  ．634＊＊．490＊＊．109  －，118  －．402＊＊－．052  
IP ．358＊＊．663＊＊．073  －．027  －．459＊＊．154  
SP ．159 ．140 ．700＊＊－．340＊＊．117  －．150  
IN －．332＊ ．215  －．132  ．688＊＊．075  ．110  
SN －．542＊＊一．439＊＊．149  ．020  ．705＊＊－．142  
SA ．131 －．039  －．288＊ ．094  －．013  ．373＊＊  
E  ．329＊ ．157  －．387＊＊－．379＊＊－．129  
IP ．329＊  ．124 ．116  －．367＊＊－．112  
SP ．157  ．124  －  －．290＊ ．111 －．213  
IN －．387＊＊．116  －．290＊   －   －．037  ．166  
SN －．379＊＊－．367＊＊．111 －．037  
－   －．045  
SA －．129  －．112  －．213  ．166  －．045  
＊pく．05 ＊＊pく．01  
2．3．2 被験者のグループ分け   
本論文では回答者群を3つに分けた。アンケートでは第2波の時点でピアカウンセリング  
サポーター活動への参加と、ピアカウンセリングサークルヘの参加の有無について聞いてい  
る。これらのどちらかに参加した者、すなわち講習会に出るか、学生サークルに参加するか、  
少なくともいずれか一方に当たる者を「サポーター群」とした。   
それ以外の者はピアヘルパーの受験について尋ねた質問でさらにグループ分けを行った。  
すなわち、ピアカウンセリングサポーター活動には参加していないがピアヘルパー試験は受  
験した者を「ヘルパーのみ群」とした。これ以外の者は「未参加群」とし対照群として扱う  
ことにした。なお今回の回答者には、すでにピアヘルパー資格を持っている者はいなかった。  
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クロス表をとってみると、サポーター群の5名すべてがピアヘルパー試験を受験していた。  
従って本研究で調べることはピアカウンセリングサポーター活動単独の効果ではなく、ピア  
カウンセリングサポーターとピアヘル／ト両方の活動の交互作用ととらえた方が適切であり、  
ピアヘルパー試験のみ受けた被験者との比較が必要となってくる。   
2．3．3 分析結果   
最初にサンプル全体の傾向を見ると、SP得点のみが有意に増加していることが分かる（表  
6）。すなわち、2回のアンケート調査の間、ただ半年間短大生活を送るだけで、ピアカウ  
ンセリングサポーターやピアヘルパー活動への参加の有無を問わず、被験者となった学生の  
間ではおしなべて社会的適応性の肯定的な側面が成長していることがわかる。  
表6 サンプル全体での各尺度得点の平均値と標準偏差  
7．60（6．02） 28．38（5．08）  
2．59（4．46） 22．55（4．20）  
3．51（5．37）く 34．74（4．87）  
7．27（4．57） 17．42（4．10）  
－1．18  
．08  
－2 32＊  
－．34  
．69  
1．60   
25．56（4．92） 25．24（4．15）  
4．05（．84）   3．85（．91）  
次に群ごとの尺度平均値の比較を行った。被験者をサポーター群、ヘルパーのみ群、未参  
加群の3グループに分けて、第1波と第2波間での各尺度の平均値の差を示したのが表7で  
ある。このうち統計的に有意な差が見られたのは、サポーター群のINの平均値と、未参加  
群のSPの平均値の2つだった。つまり、ピアカウンセリングサポーター活動に参加した学  
生は、INの値が有意に低下する。また、どの活動にも参加しなかった学生は、SPの値が有  
意に増加する。  
表7 各尺度のt検定結果   
（1）E得点  
サポーター群 5 31．4（7．1）  30．4 （3．4）  ．45  
ヘルパーのみ群 5 26．8（4．4）   弧0 （6．0） －1．14  
未参加群  42 27．2 （6．0）   28．0 （5．1） －1．00  
（2）Ⅰ叩点  
n  執政   触感  t  
サポーター群 5 23．2 （6．0）  
ヘルパーのみ群 6 21．3 （4．6）  
未参加群  45 22．7 （4．3）  
26．0 （5．2） －1．45  
21．3 （3．6）  ．00  
22．3 （4．1）  ．75   
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（3）SP得点  
n 1疲  2疲  t占  
サポーター群  4 29．0 （7．8）   32．0 （4．5） －1．60  
ヘルパーのみ群 6 37．2 （3．9）   36．3 （4．7）  ．50  
未参加群  47 33．4 （5．1）く 34．8 （4．9） 一2．31＊  
＊pく．05  
（4）岬点  
。 ・1疲  2   t  
サポーター群  5 20．0 （3．4）〉 18．0 （3．7）  3．54＊  
ヘルパーのみ群 6 15．0 （5．0）   16．3 （2．7）  一．87  
未参加群  4817．2 （4．5）  17．5 （4．3）  ∴54  
＊pく．05  
（5）SN点  
。 1疲  2   t占  
サポーター群  5 22．2 （6．8）   23．2 （6．4）  －．45  
ヘルパーのみ群 6 29．8 （5．2）   27．8 （3．9） 1．94  
未参加群  48 25．4 （4．5）   25．1（3．9）  ．49  
（6）SA得点  
n  l   ▲2疲  t  
サポーター群  5  4．6 （．5）  3．4 （1．1）  2．06  
ヘルパーのみ群 6  3．3 （1．0）  3．0 （1．1）  ．67  
未参加群  48 4．1（．8）  4．0 （．8）  ．66  
全ての表で（）の前の数字は平均値、（）の中は標準偏差   
さらに第1波もしくは第2波それぞれの時点で、各グループの間で尺度得点の平均値に善  
があったかどうかを一元配置分散分析（多重比較はTukeyのHSD法を用いた）にかけて調  
べてみたところ、SNとSAで有意差が見られた（表8）。まずSNに関しては、第1波の時点  
ではヘルパーのみ群の方がサポーター群よりも有意にSNの平均値が大きかったが、第2波  
の時点では有意差はなくなった。またSAについては、第1波ではサポーター群に比べて、  
第2波では未参加群に比べて、ヘルパーのみ群の値が有意に小さかった。尺度の方向性を考  
えると、これはそれぞれの時点でヘルパーのみ群が最近勉強ができるようになったと感じる  
度合いが有意に高かったことを示す。  
表8 多重比較で有意差が見られた一元配置分散分析の結果  
碑の 
（S）自由錮）平均平方（MS）F価  
群（群間）   167．7  2  83．8  3．76＊  
誤差（群内）1248．9  56  22．3  
全 体  1416．5  58  
＊p＜．05  
多重比較汀ukeyHSD法）  平均値の差  
サポーター群＜ヘルパーのみ群  －7．63＊  
サポーター群一未参加群  －3．18  
ヘルパーのみ群一未参加群  4．46  
＊pく05  
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（2）第1波のSA得点  
一三軋巨l・！′・＝巾、、；白山l空トミ：；1－リニギい：J、－ F仙  
群（群間）  4．6  2  2．3  3．60＊  
誤差（群内）  36．2  56  ．6  
全 体  40．8  58  
＊pく05  
多重比較（TukeyHSD法）   平均値の差  
サポーター群＞ヘルパーのみ群   1．27＊  
サポーター群一未参加群  ．52  
ヘルパーのみ群一未参加群  －．75  
＊p＜．05   
（3）第2波のSA得点  
て勘巨l・‾－・－．汀：いヾ：川い≡：：・－・ド」ニニけり′、．－、・F′ニし  
群（群間）  6．4  2  3．2  4．37＊  
誤差（群内）  41．2  56  ．7  
全 体  47．6  58  
＊pく05  
多重比較（TukeyHSD法）  
サポーター群－ヘルパーのみ群  
サポーター群一未参加群  
ヘルパーのみ群＜未参加群  
平均値の差   
．40   
一．60   
－1．00＊  
＊p＜．05  
2．4．結論   
仮説では、自尊感情尺度や個人志向性・社会志向性PN尺度について、ピアカウンセリン  
グ活動の前より後の方が、その値が有意に大きくなることが予想されていた。しかしt検定  
の結果では、活動への参加の有無を問わず短大生油を送るだけでSPが有意に大きくなると  
いうことを除けば、INの平均値についてのみ有意な変化が見られた。すなわち、ピアカウ  
ンセリングサポーター活動を行った場合は、何もしなかったりピアヘルパーの試験勉強をす  
るだけの場合よりも有意に個人志向性に関するネガティブな見方が少なくなる。   
また、一元分散分析の結果からは、最初はヘルパーのみ群の方がサポーター群に比べて社  
会志向性に対するネガティブな見方が強かったものの、ピアヘルパー試験を受けた後（前述  
したようにサポーター群、ヘルパーのみ群の両者ともにピアヘルパー試験を受験している）  
では、そのような見方の違いは有意でなくなったことが分かった。他方、主観的学力度につ  
いては、ピアヘルパー試験を受けるまではヘルパーのみ群の方がサポーター群に比べて勉強  
ができると感じる度合いが高かったものの、試験後にはその差はなくなり、唯一受験をして  
いないグループである未参加群との間に新たな有意差が生じることとなった。これらの結果  
からは、ピアカウンセリング活動への参加のみならず、（事前に試験勉強をすることを含め  
て）ピアヘルパー試験を受験するといった体験自体が、学生の精神的発達や主観的な学習有  
効感によい影響を与えていることが窺えよう。   
なお、平均値の考察で注意すべきなのは各群の大小関係である。仮説の段階では、サポー  
ター群は全てピアヘルパーの試験を受けていることから、双方の相互作用を受けた群だと考  
えることができるため、群ごとの尺度平均値を折れ線グラフにすれば未参加群、ヘルパーの  
み群、サポーター群の順に折れ線が層を描くことが予見された。しかし実際にグラフを描い  
てみると、未参加群を挟んでサポーター群とヘルパーのみ群が上下に分かれている様子が見  
－87－   
山形県立米沢女子短期大学紀要 第45号  
られる。さらに詳しく言えば、SP、SN尺度に関してはヘルパーのみ群の方が上方に位置し、  
IP、IN尺度に関してはサポーター群の方が上方に位置している。このような得点傾向から、  
どういうことが考えられるだろうか。   
ピアカウンセリングサポーター活動をするかどうかは学生の自由意志に任されており、そ  
の参加はピアヘルパー試験の受験に先駆けて決められるという事情を考慮すると、ピアカウ  
ンセリングサポーター活動を行う学生とピアヘルパー試験のみを受けようと思う学生とでは、  
そもそもの発達程度が異なっている可能性も考えられる。   
前述したように、前年度のピアサポーター活動に参加した学生の自由回答には「人生最初  
の自分で決定した出来事」だったという記述が見られる。看護学科や心理学科がある大学の  
学生と比べると、本学の学生ではカウンセリングに対する先行的な興味は比較的少ないはず  
である。それだけに、ピアカウンセリングサポーター活動に参加するにはより強い動機付け  
が必要であっただろう。   
このことからすると、ピアカウンセリングサポーター活動への参加者は個人的適応性の部  
分が比較的先行して発達しており、そのポジティブな面もネガティブな面も意識されている。  
それが活動を経ることによってその負の側面が減り、肯定的な側面が増えたと考えることも  
できるのではないか。前述した先行研究においても、ピアカウンセリング活動が自尊感情や  
自己効力感につながっていることが指摘されているし、自己肯定意識の対自己領域において  
健康な者がこの活動で扱う「性」の問題に関して肯定的な価値を見出していることも指摘さ  
れている。そして本論文の結果においても、表5を見ると、相関係数においてはINはSPと負  
の関係にあることから、INが下がればSPが大きく意識されるように感じられ、また相談活  
動を含むピアカウンセリングサポーター活動をより円滑に進めるためにも、カウンセリング  
に関するスキルをアップさせるべくピアヘルパー試験も受けるようになるのではなかろうか。   
一方、ピアヘルパー試験のみ受験した学生は、社会的適応性が先行して進み個人的適応性  
が比較的あまり進んでいないので、「資格」科目としてのピアヘルパーを取得することで、  
個人としての成長を図ろうとしているのではないか。伊藤（1993b）は、個人・社会志向性  
の性差として、女子は社会志向性優位型を示すとしており、本研究でもその傾向は見られた  
が、より細かく個人志向性の発達が比較的進んでいるタイプと社会志向性が進んでいるタイ  
プに分けて考えると、その発達程度によって、どちらの活動に最初にひかれるかが異なって  
いるとも考えることができるのではなかろうか。   
短大生活は2年間と短いだけでなく、2年生は春先から就職や編入学の勉強に追われ、後  
期には卒業研究の執筆もあり多忙である。このように考えるとすれば、ピアヘルパー試験と  
ピアカウンセリングサポーター活動の関係は基本と応用といった順序だった関係として見る  
よりも、これらを並列的に扱うことによって、学生の精神的な適応の違いに対応した、多様  
な「入り口」を確保することが有用であると言えるのかも知れない。   
また、主観的学力度においては、平均値の大小関係の変化をみると、サポーター群が大き  
く平均値を上げてヘルパーのみ群に迫り、有意差ではないが未参加群を飛び越えている。ピ  
アカウンセリングサポーター活動やピアヘルパー試験の勉強はこのような主観的な学習有効  
感の上昇に関係していることも指摘しておきたい。簡単に言えば、ピアカウンセリングに係  
わると、勉強ができるようになったと思うようになるのである。   
最後に、ピアヘルパー活動が周囲の人へ及ぼす波及効果についてもふれておく。アンケー  
トではピアヘルパー試験を今後受けてみたいと考えている人の人数を調べた。まったくの未  
参加群と比べて個人志向性・社会志向性の平均得点に大きな違いがなかったため、これまで  
の分析では未参加群としてまとめてしまっているものの、「受けてみたい群」の人数は、第  
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1波では24人（40．7％）、第2波の段階でも17人（28．8％）となった。このようにピアヘルパー  
に関する肯定的な関心が喚起されるようになるのも、ピアヘルパー養成活動の成果のひとつ  
として考えられるであろう。  
注  
（1）2年生を除いたのは1年生の尺度得点の平均値よりも高得点の項目が複数見られたため  
である。短大での学生生活という経験自体が学生の精神的発達に与える影響が大きいことを  
踏まえて、短大での在籍年数をコントロールすべく、分析対象者を1年生に限った。  
（2〉 因子分析の結果を見ると、第1披か第2披かで寄与率の大小は少し異なるものの、本論  
文の被験者の回答では、IP尺度は「自分の個性や信念に関する因子」「自分の生きるべき道  
や本当にやりたいことに関する因子」「自己決定や自己主張に関する因子」に分かれるよう  
である。  
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